
４．計算モード、物質名、物質情報、シナリオの設定 

 「メイン」シートに、物質名、物質情報、シナリオを入力してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 GSS Maker の「設定」シート 
 

ＳＴＥＰ（1） 「評価対象の指定」

CAS番号

ＳＴＥＰ（2） 「物性と有害性の指定」

※「ユーザー指定」に値が設定された場合は、当該値を使用。設定されない場合は物質DBの設定値を使用。

ＳＴＥＰ（3） 「シナリオの指定」
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ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

e-1

シナリオ名

e-2環境

塗料の調剤

1000

有 無

ERC8a_反応性物質の

開放系での広範囲に分

散的な屋内使用

e-3

有

c-2 c-4

トータル

取扱量 [ｔ/年]

環境放出カテゴリ（ERC）
ERC1 _化学物質の製造

環境経由ヒト (耐容１日摂取量)

淡水中の水生生物

製品・成形品カテゴリ（PC/AC） PC1 _接着剤

シナリオ名 接着剤の使用

保護手袋の有無と効率 いいえ
グローブ APF5（防護率

80% )

長期トータル

屋外 屋外

飛散性(固体)／作業温度での蒸気圧

(Pa)(液体）

作業期間 [時間/日]

工業

4時間以上

工業

4時間以上

工業

6.25

吸入 mg.m-3

淡水中の水生生物 mg L-1

0.0074

作業形態

PROC9 _小容量コンテナ

への移し替え

mg L-1

海水の底生生物

海水の水生生物 mg L-1

STPの微生物

0.603

消費者
（DNEL, OEL等）

作業者
（DNEL, OEL等） 長期-経皮 mg kg-1 day-1

長期-吸入(8時間平均）

3.13

経皮

経口 mg kg-1 day-1

73.1

mg kg-1 day-1

【物質DB】の設定値

0.046

8.4

mg kgdwt
-1 0.46

0.074

3.13

8.7

20

20

515

mg.m-3

logKow 2.65

易分解

108-88-3

分子量 g/mol 92.15

蒸気圧 Pa 3000

水溶解度

177

蒸気圧の温度 ℃

好気的生分解性 -

mg/L

オクタノール/水分配係数

c-1

化学物質
名称

L.kg-1

パラメータ ユーザー指定

有機炭素/水分配係数

水溶解度の温度 ℃

 トルエン

物理化学性状

e-4

使用

消費者塗料使用

良好な全体換気の室内

PROC2 _管理されたばく

露のある閉鎖系の連続

プロセスでの使用

固体でない

w-4

混合 詰め替え

w-3

1～5% 1～5%

グローブ APF5（防護率

80% )

グローブ APF5（防護率

80% )

0.3

消費者の吸入と経口の

値を用いる

固体でない

製造 移し替え

PROC2 _管理されたばく

露のある閉鎖系の連続

プロセスでの使用

良好な全体換気の室内

あり（捕集率90% ) あり（捕集率90% )なし あり（捕集率90% )

c-3

淡水の底生生物

PROC8b_専用設備での

大容量コンテナとの移し

替え

混合物か（含有率） いいえ いいえ

mg kgdwt
-1

陸上生物 mg kgdwt
-1

4時間以上 15分～1時間

呼吸保護具の有無と効率

w-2

固体でない

環境経由ヒト (耐容１日摂取量) mg kgbw
-1 d-1

w-1

PC/ACサブカテゴリ 趣味用接着剤

シナリオ名

プロセスカテゴリ(PROC)

作業者

換気状態

消費者

有
害
性
参
照
値 環境

（PNEC,DNEL）

(結果)

(結果)

排水処理施設の有無

10000

物質形状 固体でない

工業

(結果)

調合

ERC2 _調剤の調合

10000

ライフサイクルステージ 製造

トルエンの製造

エリア拡張

                
RCR>1の場合のチェックポイントを表示

TierI-簡易モード

TierI-通常モード

TierII

クリア

ＴＲＡの実行 GSS作成

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

①物質名を入力。 
物質 DB に評価し

たい物質が掲載さ

れている場合に

は、プルダウンリ

ストから物質名を

選択。 

④ 物質の使用シナリ

オをプルダウンリスト

から選択しながら、設

定。初期状態では４シ

ナリオが設定されてい

るが、不要なものは削

除する。逆に、シナリ

オを５つ以上追加した

い場合には、「エリア拡

張」ボタンを押すこと

で最大１０のシナリオ

を設定可能。 

②計算モードを選択。

モードについては別紙

参照。（まずは計算して

みたいという場合は

Tier1、詳細にパラメー

タ設定をしたい場合に

は TierⅡを選択。） 

③ 評価物質の物理化学

性状や有害性情報を入

力。 
①でプルダウンリストか

ら物質を選択した場合に

は、自動的に情報（デフ

ォルト値）が呼び出され

る。別の値を使用したい

場合には、左側の「ユー

ザー指定」の列に手動で

入力すればよい。（変更し

たい項目にだけ入力すれ

ばよい。） 
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 計算モードで「Tier I 通常モード」を選択した場合、環境ばく露評価のパラメータとし

て SPERC コードを選択できます。コードの説明を参照する場合には、SPERC コード

選択セルを右クリックし、表示されるメニューで「GSSMaker：Show Description」
を選択すると、別のシートに選択可能なコードとそれらの説明の一覧が表示されます。 
確認の上、メインシートで該当するコードを選択して下さい。 

 

 
 
 

 
図 4  SPERC コード選択時にコードの説明を参照（Tier I 通常モードのみ） 

 
 「メイン」シートの「化学物質名称」欄で選択可能な物質の情報は「物質 DB」のシー

トに記載されています。 
 ユーザー独自の物質名や物理化学的性状、有害性情報等を登録したい場合には、物質

ID 20 以降の行に追記することが可能です。追記した物質名は、「メイン」シートの「化

学物質名称」欄に追加されるので、それを選択すればユーザーの追記した情報が自動

的に出力されます。 
 

セルを右クリックして

表示されるメニューで

「GSSMaker：Show 
Description」を選択。 

GSSMaker の
「SpercDescription」
シートに選択肢のコー

ドとその説明が表示さ

れる。 

メインシートに戻るた

めのボタン 
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図 5 物質 DB への新規物質の登録方法 
  

① ユーザー独自の物質

名を登録したい場合に

は、「物質 DB」のシート

で物質 ID 20 以降の行

（赤囲み部分）に追加し

てください。 

② 追加した物質は、「メ

イン」シートの「化学物

質名称」欄の選択項目に

追加されます。 
その物質を選択すれば、

入力情報が自動的に呼び

出されます（赤囲み部

分）。 
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